
















ファーストフードにて







　今日は学校帰りに百瀬さん、合羽さんとファーストフードのお店にやってきた。

　放課後の時間帯だと地味に賑わっているけれど、なんとか四人席を確保し座ることができた。

　当然、百瀬さんと合羽さんが並びだ。

「四葉さんは随分美味しそうに食べるねぇ」

「えっ、そお？」

「うん、リスみたいっ！」

　二人から生温かい視線を向けられ、少し恥ずかしくなる。

　だって、この季節限定のコロッケバーガーが好きなのだから。中にグラタンが入っててとろとろしてるんだぞ！

「でも、今日は二人とも沢山だねー」

　恥ずかしいので露骨に話題を逸らしてみる。

　実際二人ともセットを頼んで、さらに一個ずつハンバーガーを追加するという大盤振る舞いだ。

「今日は体育があったからね。おなか減っちゃって」

「合羽さん大活躍だったもんね……」

　今日の体育はバレーボールだった。相手のサーブをレシーブし、そのまま走ってスパイクを決める合羽さんはめちゃくちゃかっこよかった！

「あたしも同じー」

「由那は大して動いてなかった気がするけど」

「そんなことないわよ。ね、四葉ちゃん？」

　……百瀬さん、ずっと体育館の隅でわたしと気配消しながらおしゃべりだけしてたんだけど。

「由那、言っておくけど、普通に気がついてたから」

「えー、なんのことー？」

　呆れた様子の合羽さんに対し、それでもしらを切りつつポテトを咥える百瀬さん。肝が太い！

「そういえば話は変わるけど、四葉ちゃん。ファーストフードってどういう意味か知ってる？」

　そしてわたしより更に露骨に話題を逸らした！！

　合羽さんも慣れてるのか、露骨に溜息を吐く。

　なんか通じ合ってる感じがしてほっこりするねぇ……。

「四葉ちゃん？」

「え？　あっ、ファーストフード？　も、もちろん分かるよ！　早く出てくる食べ物！」

「おー」

「感心するのは早いわよ、凛花。ちなみに四葉ちゃん。ファーストの意味は？」

「一番！」

　そんなのわたしにだって分かる。ファーストフードは一番に出てくる食べ物、つまり早いってことだ！

「あー……」

　あれ？　合羽さんが苦笑してる。

「四葉ちゃん。ファーストフードのファーストはファストのイギリス読みなのよ。意味は『迅速に』」

「迅速？」

「一番だから早いんじゃないの。迅速に出てきて、そのまま食べれるからファーストフードなのよ」

　百瀬さんが得意げに説明してくれる。すらすらっと出てくる感じ、たぶん最初からわたしが間違えるって予想してたんだ！

　まあ、本当に間違えてるので、何も言い返せないけど！！

「また一つ賢くなったわね、四葉ちゃん」

「確かに！」

　もしも英語のテストに『ファーストフードの意味は？』と出てきたら正解できる！

「これで赤点逃れられるかな！？」

「そ、それは……」

「無理だと思うな……」

　あ、うん。ですよね。




　なんて、やりとりをした次の日。

　噂をすればなんとやら、という感じに英語の抜き打ち小テストが行われた！

　……が、噂が効いたのはそれだけ。

　テストに『ファーストフードの意味は？』なんて問題が出ることはなく、わたしはいつもどおり赤点を取ってしまうのであった。南無三っ！
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